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２
０
２
４
年
６
月
28
日
、
金
融
庁

は
、「
地
域
銀
行
に
よ
る
顧
客
の
課

題
解
決
支
援
の
現
状
と
課
題
」
を
公

表
し
た
（
以
下
、「
本
レ
ポ
ー
ト
」

と
い
う
）。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
顧
客
の

課
題
解
決
支
援
を
後
押
し
す
る
近
時

の
銀
行
法
改
正
、
企
業
価
値
担
保
権

の
創
設
な
ど
環
境
整
備
の
状
況
に
つ

い
て
も
触
れ
つ
つ
今
後
の
地
域
銀
行

に
よ
る
顧
客
の
課
題
解
決
支
援
の
方

向
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
中
で
意
見
に
わ
た
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
り
、
筆
者
が
現
に
所
属
し

ま
た
は
過
去
に
所
属
し
た
組
織
・
団

体
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
い
。

一 

　
本
レ
ポ
ー
ト
の 

位
置
づ
け

　
金
融
庁
は
、
地
域
金
融
機
関
に
よ

る
金
融
仲
介
機
能
の
一
層
の
発
揮
に

向
け
、
金
融
庁
・
財
務
局
等
の
金
融

仲
介
機
能
に
関
す
る
取
組
み
を
ま
と

め
、
２
０
１
９
事
務
年
度
よ
り
毎
年

「
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
表
し

て
き
た
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
金

融
仲
介
機
能
向
上
に
向
け
た
施
策
の

一
環
と
し
て
、
金
融
仲
介
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
が
地
域
銀
行
に
よ
る
顧

客
の
課
題
解
決
支
援
に
与
え
た
影
響

を
分
析
し
、
図
表
１
の
よ
う
に
企
業

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ご
と
に
創
業
支

援
、
本
業
支
援
、
経
営
改
善
・
事
業

再
生
支
援
に
分
け
て
、
支
援
の
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
さ
ら
に
具
体
的

な
地
域
銀
行
の
取
組
み
等
も
交
え
て

対
応
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

二
　
創
業
支
援

１　

創
業
支
援
の
現
状

　
本
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
創
業
期

（
創
業
５
年
目
以
内
）
の
企
業
へ
の

融
資
に
つ
い
て
、
約
７
割
の
地
域
銀

行
で
は
、
創
業
期
以
外
の
企
業
へ
の

融
資
と
特
に
区
別
せ
ず
、
同
じ
姿
勢

で
取
り
組
む
方
針
を
採
っ
て
い
る

（
図
表
２
）。

　
ま
た
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
地
域

銀
行
が
創
業
期
の
企
業
に
融
資
す
る

際
に
は
、
公
的
創
業
支
援
制
度
（
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
創
業
融
資
や
信

用
保
証
協
会
の
創
業
関
連
保
証
）
を

積
極
的
に
活
用
す
る
地
域
銀
行
が
多

い
と
さ
れ
て
い
る
。

２ 　
創
業
支
援
の
課
題
と
方
向
性

　
前
記
の
創
業
支
援
の
現
状
を
踏
ま

顧
客
顧
客
のの
課
題
解
決
支
援

課
題
解
決
支
援
に
お
け
る

に
お
け
る
現
状
現
状
とと
展
開
展
開

　
１　
「
地
域
銀
行
に
よ
る
顧
客
の
課
題
解
決
支
援
の

　
１　
「
地
域
銀
行
に
よ
る
顧
客
の
課
題
解
決
支
援
の

現
状
と
課
題
」
の
概
説

現
状
と
課
題
」
の
概
説

弁
護
士
法
人
中
央
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
法
人
中
央
総
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士

弁
護
士
　　
本
行
本
行  

克
哉
克
哉
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一
　
現
　
況

１ 　

倒
産
の
動
向
と
代
位
弁
済

の
増
加

　
企
業
倒
産
の
動
向
を
み
る
と
、
２

０
２
４
年
上
半
期
は
４
８
８
７
件
、

負
債
総
額
６
８
１
０
１
５
百
万
円

（
１
件
当
た
り
１
３
９
百
万
円
）
と
、

倒
産
が
通
年
で
１
万
件
を
11
年
ぶ
り

に
超
え
る
勢
い
で
あ
る
（
注
）。
２

０
０
２
年
〜
２
０
１
３
年
ま
で
は
年

間
１
万
件
超
え
の
倒
産
件
数
で
推
移

し
て
い
た
。
信
用
保
証
協
会
に
よ
る

代
位
弁
済
件
数
も
２
０
２
２
年
度
に

比
較
し
て
２
０
２
３
年
度
は
代
位
弁

済
件
数
が
１
・
45
倍
、
代
位
弁
済
金

額
で
も
１
・
４
倍
で
あ
る
（
図
表
１

参
照
）。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
４
年

度
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
る
。
代

位
弁
済
金
額
と
し
て
大
き
く
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
事
実
は
あ
る
が
件
数

の
増
大
は
無
視
で
き
な
い
。

２ 　

中
小
企
業
の
足
元
の
経
営

状
況

　
過
去
１
万
件
超
え
で
あ
っ
た
11
年

前
の
２
０
１
３
年
の
年
間
倒
産
件
数

は
１
０
３
３
２
件
、
負
債
総
額
２
兆

７
５
７
５
億
４
３
０
０
万
円
（
１
件

当
た
り
約
２
６
７
百
万
円
）で
あ
り
、

そ
れ
と
比
較
す
る
と
２
０
２
４
年
上

半
期
の
１
件
当
た
り
の
倒
産
金
額

は
、
負
債
総
額
が
小
規
模
な
倒
産
が

目
立
つ
。
そ
の
た
め
、
過
去
の
不
良

債
権
処
理
の
時
代
と
異
な
り
社
会
基

盤
を
揺
る
が
す
よ
う
な
事
態
は
起
こ

ら
ず
、
２
０
２
３
年
３
月
期
の
不
良

債
権
比
率
は
０
・
８
％
低
く
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
も
想
定
さ
れ
な
い
。

３　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
部
環
境
変
化

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
金
融
機
関

の
顧
客
基
盤
で
あ
る
企
業
体
力
の
少

な
い
中
小
企
業
が
倒
産
す
る
形
で
倒

産
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
地
域
の
担
い
手
と
な
る
中
小

企
業
の
倒
産
で
街
の
あ
り
方
さ
え
も

変
わ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
負
債
を
増
や
し
た
企
業

が
、
脱
コ
ロ
ナ
へ
の
道
筋
で
仕
入
原

価
高
、人
手
不
足
、人
件
費
高
騰
、価

格
転
嫁
が
難
し
く
、コ
ロ
ナ
禍
で
消

失
し
た
売
上
利
益
を
取
り
返
す
ま
で

回
復
せ
ず
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
頑

張
っ
て
あ
る
日
、突
然
倒
産
す
る〝
行

き
倒
れ
型
倒
産
〞と
も
い
う
べ
き
倒

産
が
増
加
し
か
ね
な
い
。
こ
れ
を
対

岸
の
火
事
と
傍
観
す
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
の
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
い
て
高
度
に
分
業
が
進
ん
で
お

り
、
好
調
な
企
業
も
下
請
企
業
か
ら

の
納
品
が
途
絶
え
れ
ば
立
ち
行
か

ず
、
新
た
な
下
請
先
を
確
保
し
て
も

従
前
の
納
価
と
は
い
か
ず
利
益
構
造

が
変
化
す
る
事
態
な
ど
が
日
常
的
に

発
生
し
て
い
る
事
情
に
よ
る
。

顧
客
顧
客
のの
課
題
解
決
支
援

課
題
解
決
支
援
に
お
け
る

に
お
け
る
現
状
現
状
とと
展
開
展
開

　
２　
経
営
改
善
・
事
業
再
生
支
援
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
２　
経
営
改
善
・
事
業
再
生
支
援
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

〜
は
じ
め
の一歩
〜

〜
は
じ
め
の一歩
〜

合
同
会
社
鳥
倉
再
生
事
務
所

合
同
会
社
鳥
倉
再
生
事
務
所  

代
表
代
表
　　
鳥
倉
鳥
倉  

大
介
大
介
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は
じ
め
に

　
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
際
し
「
顧

客
の
最
善
の
利
益
」
を
勘
案
す
る
こ

と
が
法
定
の
義
務
と
さ
れ
た（
以
下
、

「
勘
案
義
務
」
と
い
う
）。
こ
れ
を
受

け
、
金
融
機
関
の
方
か
ら
必
要
な
対

応
に
関
し
て
問
合
せ
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
る
。
回
答
は
、
顧
客
本
位
を

真
に
実
践
し
て
き
た
先
は
「
追
加
対

応
の
必
要
性
は
少
な
い
」
で
あ
る
の

に
対
し
、「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

に
関
す
る
原
則
」（
以
下
、「
Ｆ
Ｄ
原

則
」
と
い
う
）
の
狙
い
等
が
十
分
に

実
現
で
き
て
い
な
い
先
は
、「
顧
客

本
位
を
改
め
て
考
え
直
す
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
」
と
な
る
。

　
Ｆ
Ｄ
原
則
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に

基
づ
く
「
理
想
の
高
い
」
施
策
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
施
策
の
目

的
実
現
に
は
、
顧
客
本
位
に
関
す
る

官
民
の
共
通
理
解
が
不
可
欠
だ
ろ

う
。
こ
の
共
通
理
解
の
形
成
に
向
け

て
、
筆
者
は
、
金
融
庁
資
料
や
金
融

庁
勤
務
の
経
験
を
基
に
、
Ｆ
Ｄ
原
則

の
狙
い
な
ど
を
拙
著
と
し
て
整
理
し

た
こ
と
が
あ
る
（
注
１
）。
そ
の
整

理
が
正
し
け
れ
ば
、
勘
案
義
務
は
顧

客
本
位
を
求
め
る
従
来
の
金
融
庁
の

基
本
姿
勢
を
一
段
と
明
確
化
し
た
に

す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
金
融
機
関
に
お

け
る
顧
客
本
位
の
実
現
状
況
に
違
い

が
あ
る
以
上
、
必
要
な
追
加
対
応
に

は
差
が
生
じ
得
る
。

　
読
者
層
と
し
て
銀
行
等
を
意
識
し

（
注
２
）、
本
稿
（
上
）
で
は
、
①
顧

客
本
位
の
考
え
方
を
振
り
返
っ
た
後

に
、
②
「
最
善
の
利
益
」
勘
案
等
に

係
る
法
整
備
の
内
容
を
整
理
し
、
次

号
（
下
）
で
は
、
③
金
融
機
関
で
対

応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
「
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
再
考
」
等
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

一
　
顧
客
本
位
の
考
え
方

　
顧
客
本
位
は
顧
客
保
護
な
ど
の
金

融
規
制
な
ど
の
ル
ー
ル
遵
守
に
よ
っ

て
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
経

営
者
か
ら
営
業
現
場
の
職
員
ま
で
一

丸
と
な
っ
て
長
い
時
間
を
か
け
て
実

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
融
庁
が
Ｆ

Ｄ
原
則
を
示
す
な
か
で
、
こ
の
点
が

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
２

つ
の
事
実
が
あ
る
。

　
第
一
は
、
Ｆ
Ｄ
原
則
を
起
点
に
顧

客
本
位
が
考
え
ら
れ
、
各
々
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
映
じ
た
個
性
的
な

（
Ｆ
Ｄ
原
則
に
基
づ
く
）
取
組
方
針

の
実
践
が
少
な
い
こ
と
、
第
二
は
、

金
融
庁
に
よ
る
個
別
商
品
に
係
る
問

題
提
起
へ
の
対
応
に
注
力
さ
れ
て
お

り
、
顧
客
に
目
が
向
い
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
顧
客
本
位
実

現
の
ポ
イ
ン
ト
は
営
業
現
場
に
し
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
例

に
基
づ
い
て
示
し
た
後
に
、
時
折
感

じ
る
顧
客
本
位
に
関
す
る
「
誤
解
」

の
解
説
、
さ
ら
に
は
Ｆ
Ｄ
原
則
の
趣

旨
の
振
り
返
り
を
行
い
た
い
。

１ 

　
タ
ク
シ
ー
会
社
に
み
る
顧

客
本
位
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
顧
客
本
位
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
経
営
戦
略
の
基
本

姿
勢
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。
し
か

「
顧
客
の
最
善
の
利
益
」
勘
案
義
務
を
踏
ま
え
た

金
融
機
関
に
お
け
る
対
応（
上
）

株
式
会
社
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
信
森 

毅
博
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一 

　
事
業
性
融
資
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

１　
成
立
内
容

　
「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
、
令
和
６
年
６

月
14
日
に
公
布
さ
れ
た
。
原
則
と
し

て
、
公
布
日
か
ら
２
年
６
ヵ
月
内
の

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
本
法
律
は
、
事
業
者
が
、
不
動

産
担
保
や
経
営
者
保
証
等
に
よ
ら

ず
、
事
業
の
実
態
や
将
来
性
に
着
目

し
た
融
資
（
事
業
性
融
資
）
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
、
事
業
性
融
資
の

推
進
等
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
　
基
本
理
念
・
国
の
責
務

　
事
業
性
融
資
の
推
進
等
は
、
事
業

者
と
金
融
機
関
等
の
緊
密
な
連
携
の

も
と
、
事
業
の
継
続
お
よ
び
成
長
発

展
に
必
要
な
資
金
の
調
達
等
の
円
滑

化
に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
旨

と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
（
３
条
）、

国
は
、
そ
の
基
本
理
念
に
則
り
、
事

業
性
融
資
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を

策
定・実
施
す
る
責
務
を
有
す
る（
４

条
）。

⑵
　
事
業
性
融
資
推
進
本
部
の
設
置

　
金
融
庁
に
事
業
性
融
資
推
進
本
部

が
置
か
れ
（
２
４
２
条
）、
事
業
性

融
資
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
が

定
め
ら
れ
る
（
５
条
）。

⑶ 

　
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援

機
関
制
度
の
導
入

　
企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
等
を
支

援
す
る
た
め
、
事
業
性
融
資
に
つ
い

て
高
度
な
専
門
的
知
見
を
有
し
、
事

業
者
や
金
融
機
関
等
に
対
し
て
助

言
・
指
導
を
行
う
機
関
の
認
定
制
度

が
導
入
さ
れ
る
（
第
４
章
）。

⑷
　
企
業
価
値
担
保
権
の
創
設

　
有
形
資
産
に
乏
し
い
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
や
、
経
営
者
保
証
に
よ
り
事

業
承
継
や
思
い
切
っ
た
事
業
展
開
を

躊
躇
し
て
い
る
事
業
者
等
の
資
金
調

達
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
無
形
資
産

を
含
む
事
業
全
体
を
担
保
と
す
る
制

度
（
企
業
価
値
担
保
権
）
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
１
月
26
日
召
集
の
第
２
１
３
回
通
常
国
会
は
、
同
年
６
月
23
日

に
会
期
が
終
了
し
、
各
種
法
律
の
制
定
、
改
正
が
な
さ
れ
た
。
金
融
業
務
に

関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
も
、
そ
の
改
正
等
が
な
さ
れ
た
が
、
本
誌
面
で
は
、

本
号
お
よ
び
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
主
な
法
律
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
略

を
報
告
す
る
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
細
な
内
容
は
各
法
律
を
直
接
参

照
さ
れ
た
い
。

２
０
２
４
年
通
常
国
会
成
立
の

金
融
関
係
法
の
概
要（
上
）

河野･川村･曽我法律事務所 弁護士
川村 英二　 古澤 陽介
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は
じ
め
に

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
新

た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
利

便
性
や
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
一

方
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
と
い
う
負
の

影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
金
融
セ
ク
タ
ー
は
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
対
象
と
な
り
や
す
く
、
金
融
機

関
を
対
象
と
し
た
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ

デ
ン
ト
が
国
際
的
に
年
々
増
加
し
て

い
る
。サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、

被
害
が
拡
大
す
れ
ば
、
経
済
活
動
や

社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要
と
な

る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く

な
る
ほ
か
、
金
融
機
関
や
金
融
イ
ン

フ
ラ
に
対
す
る
信
頼
の
喪
失
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

そ
の
た
め
、
金
融
機
関
は
業
務
を
健

全
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
に
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
大
な
責
務
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
わ
が
国
で
は
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
観
点

か
ら
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
対
応

を
示
す
た
め
、
金
融
庁
が
本
年
６
月

28
日
、「
金
融
分
野
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
案
）」（
以
下
「
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」と
い
う
）を
公
表
し
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
金
融
関
連
の

サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
概
況
や

想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
、
ま
た
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
概
要
や
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
た
う
え
で
、
金
融
機
関
に
求
め

ら
れ
る
対
応
等
を
考
察
し
た
い
。

一 

　
金
融
セ
ク
タ
ー
を 

取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー 

リ
ス
ク

１　
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
の
概
況

　
近
年
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
が
世
界

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
以
降
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
普
及
や
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）

の
利
用
拡
大
な
ど
、
経
済
・
社
会
活

動
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ
の
依

存
度
が
高
ま
っ
た
ほ
か
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な

ど
、
地
政
学
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
こ

と
等
を
受
け
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

１
）。
な
か
で
も
、
銀
行
や
保
険
会

社
と
い
っ
た
金
融
機
関
は
、
大
量
の

顧
客
情
報
や
取
引
デ
ー
タ
を
保
有
し

て
い
る
ほ
か
、
金
融
取
引
の
実
務
を

担
う
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

重
要
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
標
的
と
さ
れ
や
す
い
。

実
際
、
２
０
２
３
年
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
業
種
別
に
み
れ
ば
、
金
融
・
保

険
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
病
院
等
）
や

公
的
機
関
に
次
い
で
、
攻
撃
対
象
と

な
っ
て
い
る（
図
表
２
）。国
内
で
も
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
（
注
１
）
や
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
（
注
２
）
に
よ
る
被

害
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
の
不
正
送
金

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

今
月
の
解
説
③

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

調
査
部 

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
・
主
任
研
究
員　

谷
口 

栄
治
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詐欺事案の増加に伴う
犯罪手口の高度化への対策

第１回 
預貯金口座等金融取引の不正利用と金融機関の役割

すずき・ひとし●1998年弁護士登録、2001年鈴木総
合法律事務所開設。銀行・信用金庫・生損保等の金
融法務、コーポレート・ガバナンス、人事労務、反
社対応・AML/CFTなどを取り扱う。著書として『実
務必携信用金庫法』（金融財政事情研究会）、『金融サー
ビス不正利用排除事典』（共著：金融財政事情研究
会）、『地域金融機関の保険業務』（共著：金融財政事
情研究会）ほか。

すずき・ひとし●1998年弁護士登録、2001年鈴木総
合法律事務所開設。銀行・信用金庫・生損保等の金
融法務、コーポレート・ガバナンス、人事労務、反
社対応・AML/CFTなどを取り扱う。著書として『実
務必携信用金庫法』（金融財政事情研究会）、『金融サー
ビス不正利用排除事典』（共著：金融財政事情研究
会）、『地域金融機関の保険業務』（共著：金融財政事
情研究会）ほか。

鈴木 仁史鈴木 仁史鈴木総合法律事務所 弁護士鈴木総合法律事務所 弁護士

一
　
詐
欺
事
案
の
手
口
の 

　
進
化
と
金
融
機
関
の
役
割

　
金
融
取
引
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
手

口
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
電
話
に

よ
る
詐
欺
が
存
在
し
、「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
等
が
社
会
問
題
化
し
た
が
、

そ
の
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺

盗
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
様
々

な
手
口
が
登
場
し
て
い
る
。
２
０
２

３
年
か
ら
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
閲
覧
時
の
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
表
示
を
利
用
し
た
架
空
料

金
請
求
詐
欺
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型

投
資
詐
欺
が
増
加
し
て
い
る
。

　
か
か
る
詐
欺
事
案
か
ら
国
民
を
守

る
た
め
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
で
検

討
が
な
さ
れ
、
２
０
１
９
年
６
月
に

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
対
策
プ
ラ
ン
」、

２
０
２
３
年
３
月
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
実

行
犯
を
募
集
す
る
手
口
に
よ
る
強
盗

や
特
殊
詐
欺
事
案
に
対
す
る
緊
急
対

策
プ
ラ
ン
」
が
発
出
さ
れ
、
さ
ら
に

２
０
２
４
年
６
月
に
こ
れ
ら
を
発
展

的
に
解
消
し
た
「
国
民
を
詐
欺
か
ら

守
る
た
め
の
総
合
対
策
」
が
発
出
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
事
案
に
お
け
る

金
融
機
関
の
役
割
は
大
き
く
、
預
貯

金
口
座
の
不
正
利
用
防
止
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
融

庁
と
警
察
庁
は
２
０
２
４
年
８
月
23

日
、
全
国
銀
行
協
会
等
の
団
体
等
に

対
し
、
連
名
に
て
、
法
人
口
座
を
含

む
預
貯
金
口
座
の
不
正
利
用
等
防
止

に
向
け
た
対
策
の
一
層
の
強
化
に
つ

い
て
、
要
請
を
行
っ
た
。

　
本
連
載
に
お
い
て
は
、「
詐
欺
事

案
の
増
加
に
伴
う
犯
罪
手
口
の
高
度

化
へ
の
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
る
。

　
各
論
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
取
り

上
げ
る
が
、
初
回
で
あ
る
今
回
は
、

こ
れ
ま
で
の
金
融
取
引
の
不
正
利
用

お
よ
び
傾
向
と
対
策
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

二 

　
金
融
取
引
の
悪
用
リ
ス

ク
と
不
正
利
用
の
歴
史
的

経
緯

１　
金
融
取
引
の
悪
用
リ
ス
ク

　
金
融
庁
が
２
０
２
４
年
６
月
に
公

表
し
た
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
等
対
策
の
取
組
と
課
題
」（
以
下
、

「
取
組
と
課
題
」と
い
う
）に
お
い
て
、

預
貯
金
取
引
、
現
金
取
引
、
貸
付
取

引
、
為
替
取
引
、
貸
金
庫
、
手
形
・


